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い
わ
ゆ
る
従
軍
慰
安
婦
問
題
に
か
か
る
旧
日
本
軍
の
関
与
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
三
月
二
十
三
日
の
北
海
道
新
聞
三
十
五
面
に
、
「
慰
安
所

軍
の
金
で
口
止
め

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

元
日
本
兵
、
六
十
二

年
に
証
言

法
務
省
資
料

連
行
の
実
態
も
」
と
の
見
出
し
記
事
（
以
下
、
「
道
新
記
事
」
と
す
る
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

政
府
と
し
て
、
「
道
新
記
事
」
を
承
知
し
、
そ
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る
か
。

二

「
道
新
記
事
」
に
は
、
「
太
平
洋
戦
争
中
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
に
海
軍
兵
曹
長
と
し
て
駐
屯
し
て
い
た
男
性
が
、

一
九
六
二
年
の
法
務
省
の
調
査
に
『
終
戦
後
（
慰
安
所
を
戦
争
犯
罪
の
対
象
に
問
わ
れ
な
い
よ
う
）
軍
か
ら
資
金
を
も
ら

い
、
住
民
の
懐
柔
工
作
を
し
た
』
と
供
述
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
」
、
「
元
曹
長
は
『
（
慰
安
婦
と
し
て
）
現
地
人
な

ど
約
七
十
人
を
連
れ
て
き
た
』
、
『
他
に
も
約
二
百
人
を
部
隊
の
命
で
連
れ
込
ん
だ
』
な
ど
と
連
行
の
実
態
も
説
明
し
て
い

た
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
右
記
述
に
あ
る
元
海
軍
兵
曹
長
と
は
誰
か
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
か
。

三

政
府
と
し
て
、
二
の
記
述
の
よ
う
な
こ
と
が
、
実
際
に
旧
日
本
軍
に
お
い
て
な
さ
れ
た
の
か
否
か
を
把
握
し
て
い
る
か
。

四

本
年
三
月
十
四
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
は
、
従
軍
慰
安
婦
に
関
す
る
河
野
談
話

を
見
直
す
こ
と
は
し
な
い
と
言
明
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
は
、
同
談
話
の
検
証
作
業
は
続
け
る
と
述

一



べ
、
更
に
与
党
幹
部
の
一
人
は
、
検
証
の
結
果
に
よ
っ
て
は
新
た
な
談
話
を
つ
く
る
こ
と
も
あ
る
旨
述
べ
て
い
る
。
河
野
談

話
の
見
直
し
云
々
に
言
及
す
る
以
前
に
、
「
道
新
記
事
」
に
出
て
い
る
よ
う
な
従
軍
慰
安
婦
の
実
態
を
政
府
と
し
て
再
度
調

査
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


